



Study on inhibiting factors on the promotion of breastfeeding
─Investigation about the nutrition method of a newborn baby period  





が最も多く 65.2%、完全母乳栄養が 23.5%、母乳栄養が 8.7%、人工栄養が 2.6% であっ
た。母乳哺育を成功させるためには、母子同室、頻回授乳が最も大切とされている。
今回の調査では、分娩後ですぐに授乳させた母親は 33%、母子同室は、81% であった。
また生後 1 週間までの授乳で「泣いたらいつでもあげる」が 48%、「1 日 8 回授乳」
が 21% であり母乳哺育継続のための条件をそなえていた。しかしながら生後 3 か月
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3.　調査機関 : 2012 年 8 月～2012 年 8 月
31 日













































610 枚が回収でき回収率 56.3% であった。そ
のうち有効回答数は 610 であった。アンケー
ト用紙を記入した保護者は、母親 599 名







が 165 名（28%）、25～29 歳群が 120 名（20%）、
40～44 歳群が 70 名（12%）、20～24 歳群が
24 名（4%）、45 歳以上群が 25 名（4%）、19




が 222 名（37%）、無職が 55 名（9%）、自営
業が 23 名（4%）、その他が 41 名（7%）、無









10 か月～12 か月が 108 名と最も多く、次い
で 12～24 か月 56 名、6～10 か月 38 名、3 か
月 31 名、6 か月 27 名、2 か月 23 名、4 か月
8 名、6 か月 8 名、1 か月 4 名の順であった。
5）　家族形態
家族形態では核家族が 435 名（73%）と最
も多く、次いで 3 世代 127 名（21%）であっ
た。4 世代は 20 名（3%）と少なかった。そ














第 1 子は 296 名（49%）と最も多く、次い
で第 2 子 209 名（35%）、第 3 子 66 名（11%）、





時間 179 名（30%）、分娩後 48 時間が 87 名









最も多くて約半分を占め、次いで 1 日 8 回が
128 名（21%）、1 日 6 回 が 62 名（10%）、1










118 名（20%）、分娩後 3 か月 88 名（15%）、
分娩後 1 か月 53 名（9%）の順であった。「そ
の他」292 名の内訳は、1 歳が 73 名、7 か月
～11 か月が 49 名、1 歳 2 か月～1 歳 6 か月
が 32 名、2 歳が 21 名、継続中が 16 名、2 か
月 が 11 名、4 か 月 が 11 名、3 歳 が 9 名、2













全母乳栄養 144 名（25.4%）、母乳栄養 36 名
（6.3%）の順であった。
（3）　生後 2 週間から 1 か月までの栄養方
法　生後 2 週間から 1 か月までの栄養方法で
は、混合栄養が 362 名（66.8%）と最も多く、
完全母乳栄養は 132 名（24.4%）、母乳栄養







 下段：％ 1 回 3 回 6 回 その他 無回答 計
完全母乳
0 12 74 49 7 142
0.0% 8.5% 52.1% 34.5% 4.9% 100.0%
母乳栄養
0 5 32 8 2 47
0.0% 10.6% 68.1% 17.0% 4.3% 100.0%
混合栄養
18 72 97 63 10 260
6.9% 27.7% 37.3% 24.2% 3.8% 100.0%
人工栄養
7 6 25 83 15 136
5.1% 4.4% 18.4% 61.0% 11.0% 100.0%
無回答
0 2 3 7 4 16
0.0% 12.5% 18.8% 43.8% 25.0% 100.0%
計
25 97 231 208 38 599
4.2% 16.2% 38.6% 34.7% 6.3% 100.0%
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6 か月頃の母乳授乳回数は 1 日 6 回が 260 名
（43%）で最も多く、次いで 1 日 1 回が 142














が 70 件、「自己判断」39 件、「母乳不足感」
が 39 件、「乳房・乳頭の外傷」が 19 件、「体
調不良」が 10 件、「疲労」が 15 件、「乳房・
乳頭の形状に異常がある」が 5 件、「感染症」
が 3 件、「病気」が 7 件、「薬物」が 2 件、「そ



















業の有無と休業期間は（rs ＝ .079, P＜0.05）
であった。母親の栄養方法と児の栄養方法と







Spearman のロー 職業 相関係数 1.000 .079＊ .006
有意確率 （片側） .026 .446
N 599 599 599
休業期間 相関係数 .079* 1.000 -.039
有意確率 （片側） .026 .171
N 599 599 599
母乳継続期間 相関係数 .006 -.039 1.000
有意確率 （片側） .446 .171










歳～34 歳 群が 32% と最も多く、次に 35 歳



















乳させた母親は 33% であった。また生後 1
週間までの授乳で「泣いたらいつでもあげる」

















































分娩後 6 か月が 118 名（20%）、分娩後 3 か
月 88 名（15%）、分娩後 1 か月 53 名（9%）
の順であった。「その他」292 名の内訳は、1
歳が 73 名、7 か月～11 か月が 49 名、1 歳 2
か月～1 歳 6 か月が 32 名、2 歳が 21 名、継
続中が 16 名、2 か月が 11 名、4 か月が 11 名、
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